
１
月
20
日
（
日
）
午
後
１
時

よ
り
町
内
集
会
所
に
お
い
て
、

25
人
が
参
加
し
、
町
内
会
主

催

囲
碁
・
将
棋
・
連
珠
（
五
目

並
べ
）
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
戦
一
戦
の
、
白
熱
し
た
好

試
合
を
行
い
、
囲
碁
の
部
で
は

多
田
さ
ん
（
き
き
ょ
う
町
）
が

優
勝
、
２
位
は
成
本
武
男
さ
ん

（
本
町
）
。
将
棋
の
部
で
は
昨

年
に
続
き
長
谷
川
さ
ん
（
あ
か

ね
町
）
が
優
勝
、
２
位
は
太
田

勇
さ
ん
（本
町
）。
連
珠
の
部
で

は
優
勝
は
河
原
君
（本
町
）、
２

位
に
赤
井
恭
子
さ
ん

（本
町
）で
し
た
。

終
了
後
、
直
ち
に

表
彰
式
に
移
り
、
各

種
目
１
位
か
ら
４
位

ま
で
の
方
に
賞
品
が

赤
井
会
長
よ
り
渡

さ
れ
ま
し
た
。

午
後
５
時
に
は
全

て
の
日
程
が
終
了
し

片
付
け
を
し
て
解
散

し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
度
の

大
会
は
子
ど
も
や
女

性
が
多
く
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
正
木
君
（
幼
稚
園
の

年
長
）
は
将
棋
の
腕
も
大
し
た

も
の
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
練

習
を
積
ん
で
来
年
に
は
是
非

将
棋
の
部
で
出
場
し
て
下
さ
い
。

来
年
も
多
く
の
方
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す

（
囲
碁
の
部
）

優
勝

多
田

秀
二
さ
ん

（き
き
ょ
う
町
）

２
位

成
本

武
男
さ
ん

（本

町
）

３
位

明
樂

忠
雄
さ
ん

（み
ど
り
町
）

４
位

則
武
虎
政
さ
ん

（本

町
）

（
将
棋
の
部
）

優
勝

長
谷
川
克
己
さ
ん

（あ
か
ね
町
）

２
位

太
田

勇
さ
ん

（本

町
）

３
位

則
武

康
彦
さ
ん

（き
き
ょ
う
町
）

４
位

坂
本

敏
郎
さ
ん

（み
ど
り
町
）

（
連
珠
の
部
）

優
勝

河
原

昌
広
く
ん

（本

町
）

２
位

赤
井

恭
子
さ
ん

（本

町
）

３
位

正
木

佑
真
く
ん

（き
き
ょ
う
町
）

４
位

正
木

節
子
さ
ん

（き
き
ょ
う
町
）

以
上
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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楠木忠司

囲
碁
の
部
の
優
勝
は
多
田
秀
二
さ
ん

将
棋
の
部
の
優
勝
は
長
谷

川
克
己
さ
ん

連
珠
の
部
の
優
勝
は
河
原
昌
広
君
（
小
３
年
生
）

右から連珠の部で優勝した河原昌広君（本町）、将棋の部で優勝した長谷
川克己さん（あかね町）、囲碁の部で優勝した多田秀二さん（みどり町）

婦
人
部
と
親
和
会
の

皆
様
に
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た

こ
の
度
も
婦
人
部
の
皆
様

（
写
真
左
下
）
に
は
、
昨
年

末
の
夜
警
に
引
き
続
き
、
お

に
ぎ
り
や
ぜ
ん
ざ
い
の
準
備

を
し
て
頂
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

朝
か
ら
品
物
の
買
い
出
し
、

そ
し
て
、
お
に
ぎ
り
や
ぜ
ん

ざ
い
作
り
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー

の
接
待
（
写
真
右
）
と
、
こ

の
大
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
く

と
と
も
に
と
て
も
美
味
し
く

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
大
満
足

で
し
た
。

ま
た
、
親
和
会
の
皆
様
に

は
会
場
設
営
や
組
み
合
わ
せ
、

ル
ー
ル
説
明
等
大
会
運
営
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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１
月
13
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
よ
り
岡
山
ド
ー

ム
に
於
い
て
岡
山
市
消
防

職
員
・
団
員
及
び
関
係
者
、

市
民
約
１
９
０
０
人
が
参

加
し
平
成
20
年
岡
山
市
消

防
出
初
式
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
の
辞
に
始
ま
り
、

物
故
者
に
対
し
て
黙
祷
を

し
た
後
、
藤
原
消
防
局
長

よ
り
「
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
合
い
言
葉
に
、

西
消
防
署
・
消
防
防
災
セ

ン
タ
ー
の
着
工
を
は
じ
め
、

政
令
市
に
ふ
さ
わ
し
い
消

防
防
火
体
制
を
構
築
し
て

い
く
」
と
の
式
辞
が
あ
り
、

続
い
て
、
消
防
職
員
・
団

員
の
表
彰
（
①
県
知
事
表

彰
、
②
岡
山
県
消
防
協
会

長
表
彰
、
③
岡
山
市
長
表

彰
、
④
岡
山
市

消
防
局
長
表
彰
、

⑤
備
前
地
区
消

防
連
絡
協
議
会

長
表
彰
、
⑥
岡

山
市
消
防
団
長

表
彰
）
が
行
わ

れ
、
花
尻
か
ら

は
吉
田
和
弘
さ

ん
が
岡
山
市
消

防
団
表
彰
（
優

良
団
員
表
彰
）
を
受
賞
し

ま
し
た
。

次
に
高
谷
市
長
よ
り

「
岡
山
ら
し
い
政
令
指
定

都
市
を
目
指
し
準
備
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
は
最
重
点
の
課
題
で
あ

る
。
現
在
、
西
消
防
署
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
は
自
治
体
消
防
発
足

60
周
年
に
当
た
る
。
更
に

防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
必
要
が
あ
る
」
と

の
訓
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
は
妹
尾
岡
山
市
消

防
団
長
の
挨
拶
、
来
賓
の

挨
拶
、
受
賞
者
謝
辞
、
万

歳
三
唱
と
続
き
、
最
後
に

閉
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、

閉
会
し
ま
し
た
。

屋
外
で
は
、
勇
壮
な
一

斉
放
水
や
署
・
分
団
車
両

の
分
列
行
進
、
災
害
時
を

想
定
し
た
救
助
訓
練
が
行

わ
れ
、
多
く
の
市
民
も
見

学
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

当
日
参
加
さ
れ
た
消
防

団
員
の
皆
様
、
寒
い
中
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

去
る
１
月
13

日
（
日
）
岡
山

ド
ー
ム
及
び
周

辺
で
「
岡
山
市

新
成
人
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
、

晴
れ
着
や
紋
付

き
袴
、
ス
ー
ツ

姿
の
新
成
人
約

５
３
０
０
人
が

参
加
し
て
華
や

か
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

開
会
は
午
後

１
時
で
し
た
が
、

午
前
９
時
頃
か
ら
三
々
五
々
集
ま
り
、

旧
友
と
の
再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
周
辺
に
は
模
擬

店
な
ど
多
く
の
テ
ン
ト
が
並
び
、
中

に
は
同
窓
会
用
の
テ
ン
ト
も
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
度
の
「
新
成
人
の
集
い
」
も

実
行
委
員
会
を
中
心
に
企
画
を
進
め

て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
と
し
て
、
実
行
委

の
メ
ン
バ
ー
３
人
が
立
候
補
し
た
模

擬
市
長
選
（
写
真
左
）
、
演
説
も
立

派
な
も
の
で
市
長
や
教
育
長
も
感
心

し
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

勇
壮
な
太
鼓
演
奏
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
ア
カ
ペ
ラ
な
ど
の
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
高
谷
市
長
は
「
物
事
は
あ

き
ら
め
ず
強
い
心
を
持
ち
、
成
長
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
成
人
式
を
迎
え
た
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
ご
ざ
い
ま
し
た
。

成人式盛大に開かれる

今年の成人は７６５９人

色々なイベントが行われる

岡
山
市
消
防
出
初
式

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

地
域
に
根
ざ
し
た
消
防
・
防
災
活
動
を
！

栄誉をたたえられ、表彰を受ける岡山市消防職員・団員の皆様

多くの見学者の中、消防団員による勇壮な放水訓練ずらりと並んだ消防自動車

イベントとして模擬市長選も行われる

会場（岡山ドーム）に集まった新成人の皆さん

屋
内
で
は
模
擬
市
長
選
挙
や
ス

テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

屋
外
で
は
模

擬
店
の
テ
ン
ト
等
が
並
ぶ



去
る
１
月
13
日
（
日
）
岡
山
市

内
山
下
の
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
（
日
銀

岡
山
支
店
跡
）
に
て
「
コ
ー
ル
黄

薇
創
立
40
周
年
記
念
演
奏
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

昭
和
43
年
に
発
足
以
来
、
合
唱

連
盟
の
諸
行
事
を
は
じ
め
、
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
・
出
場
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
演
奏
会
は
10

年
ぶ
り
の
単
独
演
奏
で
し
た
。

会
場
に
は
、
立
ち
見
の
お
客
様

が
出
る
ほ
ど
の
大
盛
会
。

指
揮
者
（
山
下
愛
子
先
生
）
・

ピ
ア
ニ
ス
ト
（
長
岡
直
先
生
）
を

は
じ
め
団
員
一
同
感
激
と
感
謝
の

一
日
で
し
た
。

演
奏
会
は
、
山
陽
放
送
の
石
田

ア
ナ
の
司
会
で
始
ま
り
、
長
岡
功

氏
（
岡
山
大
学
教
育
学
部
准
教
授
）

の
オ
ア
の
演
奏
や
こ
の
日
の
た
め

の
委
嘱
作
品
の
初
演
、
女
声
合
唱

組
曲
や
日
本
歌
曲
な
ど
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
私
た
ち
に
と
っ
て
は

大
変
贅
沢
で
し
た
。

楠
木
市
議
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
か
ら
祝
電
を
頂
戴
し
、
ま
た
、

陵
南
・
吉
備
学
区
両
婦
人
会
か
ら

も
心
温
ま
る
お
祝
い
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

普
通
の
家
庭
の
主
婦
が
、
大
好

き
な
歌
を
歌
い
続
け
、
40
年
と
い

う
歴
史
を
重
ね
活
動
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
こ
と
は
、
家
族
や
地
域
に

支
え
ら
れ
て
こ
そ
実
現
し
た
こ
と

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
団
員
一
同

感
謝
の
気
持
ち
を
一
つ
に
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
か
ら
お
届
け
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
か

け
が
え
の
な
い
「
コ
ー
ル
黄
薇
」

を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
継
承
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ルwo

１
月
19
日
（
土
）
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
み
ど
り
町
と
体
協
の

当
番
で
し
た
が
、
正
月
明
け
と

言
う
こ
と
も
あ
り
、
出
足
が
鈍

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
午

後
８
時
過
ぎ
か
ら
徐
々
に
集
ま

り
、
８
時
30
分
に
９
名
で
パ
ト

ロ
ー
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
い
つ
も
通
り
で
、

き
き
ょ
う
団
地
か
ら
あ
か
ね
町
、

本
町
と
周
り
、
再
び
あ
か
ね
町
、

き
き
ょ
う
町
、
み
ど
り
町
と
約

１
時
間
か
け
て
回
り
ま
し
た
。

途
中
、
公
演
と
か
、
コ
ン
ビ
ニ
、

道
路
の
高
架
下
な
ど
丹
念
に
見

て
回
り
ま
し
た
。

寒
い
中
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

な
お
、
「
次
回
は
２
月
16
日

（
土
）
、
担
当
は
本
町
と
育
成

会
」
で
す
の
で
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

２月３月４月の日程

当面の日程（２・３・４月）が次のように

予定されていますのでお知らせします。

２／１６(土) 町内会三役会 PM6:00

２／１７(土) コミュニティ発表会

３／ １(土) 町内会理事会 PM7:00

３／１５(土) 少年消防クラブ入退団式

防火教室 AM10:30

３／１７(月) 中学校卒業式

３／１８(火) 小学校卒業式

３／１９(水) 幼稚園卒業式

３／２２(土) 合同役員会 PM7:00

４／１３(日) 町内会総会 PM6:00

※なお、３／１の理事会には町内会理事の方、

３／２２の合同役員会には各団体代表者の

方のご出席をお願いします。

岡
山
市
子
ど
も
会
育
成
会
主
催

か
る
た
取
り
大
会
（
小
学
２
年
生
の
部
）

宗
海
ナ
ミ
ち
ゃ
ん
（
み
ど
り
町
）
堂
々
の
個
人
戦
三
位
に
入
賞

去
る
１
月
５
日
（
土
）
桑
野

の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
「
か
る
た
取
り
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

陵
南
学
区
か
ら
は
、
２
年
生

（
低
学
年
の
部
）
の
宗
海
ナ
ミ

ち
ゃ
ん
（
み
ど
り
町
）
一
人
の

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
予
選
で
は
２
人
と
対

戦
し
、
１
勝
１
敗
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
（
16
人
に
よ
る
）
進

出
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
何

と
か
16
人
の
枠
に
残
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
実
力
を
発
揮
し
、

１
・
２
・
３
回
戦
と
熱
戦
の
中

を
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
戦
に
進

出
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
惜
し
く
も
決
勝
戦

進
出
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

堂
々
の
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
の
は
、
こ
の
度
の
か

る
た
取
り
大
会
に
参
加
し
た
の

は
、
陵
南
学
区
か
ら
は
１
人
で

あ
り
、
も
っ
と
多
く
の
参
加
を

望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

３
月
１
５
日(

土)

午
前
十

時
よ
り
集
会
所
で
花
尻
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
の
入
退
団
式
を

行
い
ま
す
。

退
団
す
る
六
年
生
に

は
記
念
品
が
、
入
団
す

る
４
年
生
に
は
手
帳
等

が
渡
さ
れ
ま
す
。

関
係
者
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
後
、
き
き
ょ
う

公
園
で
消
防
局
、
消
防

団
の
方
の
お
世
話
に
な

り
、
「
防
火
教
室
」
を

行
い
ま
す
。
（
雨
天
中

止
）
内
容
は
消
火
器
の

取
り
扱
い
訓
練
、
起
震

車
で
の
地
震
の
体
験
、

は
し
ご
車
の
試
乗
等
を
行
う

予
定
で
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
当
日
は
編
集

委
員
会
で
綿
菓
子
か
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
を
子
ど
も
達

に
は
無
料
配
布
す
る
予

定
で
す
。

防火教室にご参加を！

昨
年
の
防
火
教
室
風
景

大盛会だった「コール黄微」の40周年記念公演会

今
年
最
初
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！

今
年
も
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を

「
コ
ー
ル
黄
薇
」
記
念
演
奏
会
は
大
盛
会
で
し
た



(4) 第 ４15 号 町 内 新 聞 平成20年2月１日 発行

子ども達の安全を守ろう 皆様のご協力をお願いします


